
京
都
盆
地
に
お
け
る
水
力
利
用
パ
タ
ー
ン
の
変
遷
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明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
1

1

末

コヱ
ニヒ

行

尾

京都盆地における水力利用パターンの変遷

序

言

作
品
?
を

Z

筆
者
は
水
力
資
源
の
開
発
利
用
過
程
を
歴
史
地
理
学
的
に
追
跡
す
る
に
あ
た
っ
て
、
水
力
を
生
の
形
で
開
発
利
用
す
る
水
車
段
階
と
こ

れ
を
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
形
し
て
利
用
す
る
水
力
発
電
段
階
を
、

一
貫
し
て
取
扱
う
こ
と
の
必
要
性
を
主
張
じ
、
そ
の
よ
う
な
観
点
に

立
っ
た
論
文
を
こ
れ
ま
で
に
も
、
二
、
三
発
表
し
て
き
た
。
こ
の
小
論
も
、
京
都
盆
地
を
対
象
に
し
た
同
様
な
趣
旨
に
基
づ
く
習
作
の
一

つ
で
あ
る
。

京
都
盆
地
を
対
象
地
域
に
選
ん
だ
理
由
の
一
つ
は
、
わ
が
国
で
初
の
水
力
発
電
事
業
が
、
琵
琶
湖
疏
水
の
完
成
と
と
も
に
こ
の
地
に
劇

的
な
登
場
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
京
都
盆
地
は
、
わ
が
国
で
最
初
に
、
水
力
利
用
の
新
た
な
パ
タ
ー
ン
が
旧
来
の
そ
れ
に

重
合
し
て
い
く
場
で
あ
っ
た
。

た
だ
、
厳
密
に
い
え
ば
、
右
の
重
合
現
象
が
先
行
す
る
の
は
、
南
北
約
三
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
京
都
盆
地
¢
北
半
の
範
囲
で
あ
っ

23 

た
。
盆
地
を
潤
す
水
系
に
即
し
て
い
え
ば
、
桂
川
、
宇
治
川
、
木
津
川
三
水
系
の
う
ち
の
前
二
者
の
流
域
に
ほ
ぼ
相
当
し
、
木
津
川
水
系
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流
域
は
範
囲
の
外
で
あ
る
。

一
方
、
琵
琶
湖
疏
水
と
の
関
連
で
み
れ
ば
、
京
都
盆
地
の
副
盆
地
と
も
い
う
べ
き
山
科
盆
地
は
、
疏
水
が
通

過
す
る
経
路
に
当
た
っ
て
幾
分
か
は
そ
の
思
恵
を
受
け
て
い
る
。

右
の
よ
う
な
事
情
か
ら
以
下
の
論
述
は
、
京
都
盆
地
の
北
半
部
に
山
科
盆
地
を
加
え
た
地
域
を
念
頭
に
お
い
て
進
め
ら
れ
て
い
く
。

水
車
段
階
で
の
水
力
利
用
パ
タ
ー
ン

水
車
段
階
で
の
水
力
利
用
は
、
水
流
沿
い
で
水
車
に
よ
っ
て
捉
え
ら
れ
た
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
そ
の
場
で
機
械
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

利
用
さ
れ
る
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
水
車
段
階
で
の
水
力
利
用
の
パ
タ
ー
ン
は
、
即
、
水
車
の
分
布
状
況
と
理
解
さ
れ
る
。

(一)

「
仮
製
地
形
図
」
上
に
み
る
水
車
分
布

水
車
段
階
で
の
水
力
利
用
状
況
を
物
語
る
一
つ
の
資
料
は
、
地
形
図
上
に
記
入
さ
れ
た
水
車
記
号
で
あ
る
。
京
都
盆
地
に
関
し
て
は
、

幸
い
、
明
治
二
一
-set-

二
二
年
(
一
八
八
八

l
九
)
に
測
量
さ
れ
た
「
仮
製
地
形
図
」
(
1
)

の
数
葉
の
図
幅
か
ら
、
水
車
房
記
号
を
拾
い
う

る
。
「
大
津
」
、
「
醍
醐
村
」
図
幅
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
通
り
、
当
時
は
琵
琶
湖
疏
水
も
工
事
未
だ
半
ば
の
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て

水
車
房
記
号
が
描
き
出
す
水
力
利
用
の
状
況
は
、
疏
水
開
通
以
前
の
旧
態
の
ま
ま
の
姿
で
あ
っ
た
と
い
い
う
る
。

と
こ
ろ
で
京
都
盆
地
で
数
え
ら
れ
る
水
車
の
数
は
、
山
科
盆
地
の
二
台
も
含
め
て
、
計
三
八
台
で
あ
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
分
散
的
で

あ
る
中
で
、
水
車
が
比
較
的
集
積
し
て
い
る
の
は
、
賀
茂
川
扇
状
地
面
の
愛
宕
郡
上
賀
茂
村
、
西
賀
茂
村
、
東
紫
竹
大
門
村
、
小
山
村
の

一
帯
で
あ
り
、
賀
茂
川
、
堀
川
な
ど
に
よ
っ
て
養
わ
れ
る
こ
れ
ら
の
水
車
の
数
は
一
七
台
に
達
す
る
。
ち
な
み
に
、
当
時
の
京
都
市
の
市

街
地
内
に
お
い
て
は
、
水
車
房
記
号
は
一
つ
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
地
形
図
で
の
水
車
の
扱
い
は
、
他
の
記
載
内
容
と
の
関
係
か
ら
必
ず
し
も
網
羅
的
で
は
な
く
、
多
少
と
も
恐
意
的



-
装
飾
的
で
あ
る
。
と
く
に
市
街
地
や
集
落
内
部
な
と
で
は
、
実
在
し
て
い
た
は
ず
の
水
車
が
省
略
さ
れ
て
い
る
場
合
も
稀
で
は
な
い
。

一
方
、
実
質
は
水
車
を
動
力
と
す
る
加
工
場
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
が
水
車
場
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
い
た
た
め
に
、
製
造
所
記
号
に
よ
っ

て
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
例
も
ま
ま
認
め
ら
れ
る
。

そ
れ
故
、
「
仮
製
地
形
図
」
の
水
車
房
記
号
が
物
語
る
京
都
盆
地
で
の
水
力
利
用
パ
タ
ー
ン
の
旧
態
も
、
今
一
つ
核
心
に
迫
っ
た
も
の

と
は
い
い
難
い
。

(コ

「
水
車
営
業
取
調
表
」
に
み
え
る
精
米
水
車

京都盆地における水力利用パターンの変遷

琵
琶
湖
疏
水
が
計
画
段
階
に
あ
っ
た
頃
、
そ
の
効
果
の
程
を
彊
わ
ん
が
た
め
に
編
ま
れ
た
「
起
功
趣
意
書
」
に
は
、
当
時
、
京
都
市
中

向
け
に
白
米
を
供
給
し
て
い
た
精
米
水
車
に
関
す
る
明
治
一
五
年
現
在
の
調
査
結
果
が
、
「
水
車
営
業
取
調
表
」
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い

る
(
2
)
O

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
精
米
水
車
の
数
は
、
北
は
愛
宕
郡
大
原
村
、
八
瀬
村
、
南
は
乙
訓
郡
石
作
村
、
塚
原
村
ま
で
の
広
が

り
の
な
か
で
、
計
一
一
五
台
を
数
え
る
。
そ
の
う
ち
、
京
都
盆
地
の
範
囲
を
外
れ
る
と
認
定
さ
れ
る
の
は
、
大
原
村
、
八
瀬
村
の
各
一

台
、
愛
宕
郡
白
川
村
の
二

O
台
の
う
ち
字
琵
琶
街
道
分
の
一
三
台
、
以
上
の
併
せ
て
一
五
台
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
差
し
引
き
丁
度
一

O

O
台
の
精
米
水
車
が
、
京
都
市
と
つ
な
が
り
を
持
ち
つ
つ
、
京
都
盆
地
に
所
在
し
て
い
た
と
い
う
の
が
当
時
の
状
況
で
あ
る
。
先
の
「
仮

製
地
形
図
」
か
ら
読
み
取
れ
た
水
車
台
数
と
単
純
比
較
す
れ
ば
、
「
水
車
営
業
取
調
表
」
で
は
そ
れ
に
三
倍
す
る
水
車
が
捕
捉
さ
れ
て
お

り
、
極
め
て
網
羅
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

水
車
台
数
を
市
郡
別
に
示
せ
ば
、
京
都
市
二
五
(
上
京
区
一
九
、

下
京
区
六
)
、
愛
宕
郡
五

O
(
白
川
村
・
田
中
村
各
七
、
下
鴨
村

六
、
東
紫
竹
大
門
村
五
、
小
山
村
・
吉
田
村
各
四
、
高
野
村
・
修
学
院
村
・
鹿
ヶ
谷
村
各
三
な
ど
、
計
一
五
ヵ
村
)
、
葛
野
郡
二

O
(
字
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多
野
村
三
な
ど
、
計
一
五
ヵ
村
)
、
紀
伊
郡
三
(
二
ヵ
村
)
、
乙
訓
郡
二
(
二
ヵ
村
)
で
あ
る
。
「
仮
製
地
形
図
」
で
の
結
果
と
比
べ
れ
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ば
、
「
仮
製
地
形
図
」
で
は
完
全
に
省
略
・
無
視
さ
れ
て
い
た
京
都
市
域
の
水
車
、
お
よ
び
高
野
川
や
白
川
流
域
の
村
々
の
水
車
が
、
多

数
顕
在
化
し
て
い
る
点
が
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
よ
う
。
な
お
山
科
盆
地
に
は
該
当
す
る
水
車
は
な
い
。

た
だ
、
網
羅
的
に
み
え
る
こ
の
「
水
車
営
業
取
調
表
」
に
も
、
水
車
統
計
と
し
て
は
二
つ
の
面
で
の
欠
陥
が
あ
る
。

一
つ
は
、
営
業
取

調
べ
が
精
米
を
用
途
と
す
る
水
車
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
撚
糸
、
金
属
加
工
な
ど
の
専
用
水
車
が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
今

一
つ
は
、
精
米
水
車
で
も
京
都
市
中
向
け
に
白
米
を
供
給
す
る
水
車
に
限
つ
て
の
取
調
べ
で
あ
る
た
め
、
農
家
の
自
家
用
水
車
や
遠
隔
の

地
に
あ
る
商
業
用
精
米
水
車
が
脱
落
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

以
上
、
「
水
車
営
業
取
調
表
」
に
基
づ
く
水
力
利
用
パ
タ
ー
ン
の
分
析
も
、
幾
分
の
補
い
を
そ
の
中
に
描
き
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

(三)

琵
琶
湖
疏
水
に
よ
る
水
力
補
給

琵
琶
湖
の
水
を
京
都
盆
地
へ
と
も
た
ら
し
た
琵
琶
湖
疏
水
事
業
の
画
期
的
な
ね
ら
い
は
、
京
都
盆
地
に
多
目
的
水
利
用
の
道
を
聞
こ
う

と
す
る
点
に
あ
っ
た
。
水
力
の
利
用
も
そ
の
一
環
で
あ
り
、
中
核
的
な
水
力
利
用
事
業
は
後
述
の
、
蹴
上
に
お
け
る
わ
が
国
初
の
本
格
的

な
水
力
発
電
業
と
し
て
結
実
す
る
。
た
だ
、
水
力
利
用
に
関
し
て
は
、
水
力
発
電
業
の
ほ
か
に
民
間
に
水
車
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
へ
の
期

待
も
こ
め
ら
れ
て
い
た
主
。

京
都
市
近
傍
は
水
力
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
す
る
の
が
当
時
の
評
価
で
あ
っ
た
。
琵
琶
湖
疏
水
の
「
起
功
趣
意
書
」
も
、
鴨
川
(
賀
茂

川
)
の
水
力
は
一

O
馬
力
に
も
達
せ
ず
、
し
か
も
夏
季
一
一
一
ヵ
月
間
は
濯
概
の
た
め
に
水
を
奪
わ
れ
、
水
車
の
運
転
は
休
止
し
て
い
る
状
況

を
述
べ
て
い
る
。
桂
川
に
つ
い
て
も
、
水
量
は
豊
富
で
あ
り
な
が
ら
地
形
条
件
に
恵
ま
れ
な
い
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
前
節
で
取
り
上

げ
た
「
水
車
営
業
取
調
表
」
の
意
味
合
い
も
、
精
米
水
車
の
数
が
斯
く
様
に
限
ら
れ
、
そ
の
白
米
供
給
総
能
力
(
年
間
二
五
万
石
)
は
京

て

こ

都
市
民
の
総
需
要
(
年
間
五
O
万
石
)
の
半
ば
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
た
め
に
も
琵
琶
湖
疏
水
に
よ
る
挺
子
入
れ
が
必
要
で
あ
る
旨
を
訴
え
る



こ
と
に
あ
っ
た
。

明
治
二
三
年
四
月
の
琵
琶
湖
疏
水
の
開
通
後
、
右
の
趣
旨
や
期
待
に
応
え
、
琵
琶
湖
疏
水
の
水
に
頼
ろ
う
と
す
る
水
車
も
次
第
に
誕
生

し
た
。
後
段
で
触
れ
る
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
の
願
出
文
書
に
よ
っ
て
確
実
に
判
明
す
る
限
り
で
は
、
そ
の
数
は
山
科
盆
地
分
の

三
台
も
含
め
て
計
一
五
台
で
あ
る
(
1
0

た
と
え
ば
愛
宕
郡
田
中
村
の
「
(
上
略
)
明
治
弐
拾
五
年
七
月
以
来
(
中
略
)
大
字
国
中
小
字
北

高
原
九
番
ノ
壱
地
先
疏
水
分
線
水
路
ヨ
リ
引
水
シ
白
米
製
造
場
用
ト
シ
テ
水
車
ヲ
運
転
(
下
略
と
す
る
村
営
水
車
場
の
例
玉
、
あ
る
い

は
「
(
上
略
)
明
治
弐
拾
七
年
五
月
(
中
略
)
以
来
京
都
市
上
京
区
聖
護
院
町
字
蓮
花
蔵
第
弐
拾
番
ノ
二
地
先
疏
水
ヨ
リ
引
水
(
下
略
)
」

し
て
い
た
、
奥
田
某
が
経
営
す
る
精
米
・
絵
具
製
造
水
車
の
例
(6)

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

京都盆地における水力利用パターンの変遷

た
だ
、
疏
水
依
存
型
水
車
が
こ
の
一
五
台
に
限
ら
れ
て
い
た
は
ず
は
な
い
。
濯
概
用
水
路
に
依
る
と
し
な
が
ら
も
そ
の
用
水
路
が
疏
水

か
ら
の
補
給
水
を
受
け
て
お
り
、
実
質
的
に
は
疏
水
の
完
成
を
待
っ
て
出
現
し
た
と
い
う
水
車
が
、
他
に
多
数
存
在
す
る
も
の
と
筆
者
は

み
て
い
る
。(回

『
徴
発
物
件
一
覧
表
」
に
み
え
る
精
米
水
車

明
治
一

0
年
代
中
期
か
ら
刊
行
さ
れ
始
め
た
旧
陸
軍
の
手
に
な
る
軍
用
統
計
書
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
で
は
、
精
米
水
車
も
戦
時
・
事

変
に
際
し
て
徴
発
さ
れ
る
べ
き
物
件
の
一
つ
と
認
識
さ
れ
、
調
査
・
採
録
の
対
象
と
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
の
明
治
二
四
年
版
(
明
治
二
三

年
二
一
月
二
二
日
現
在
調
べ
)
は
、
二
二
年
の
市
制
町
村
制
施
行
の
後
を
受
け
、
合
併
後
の
市
町
村
単
位
の
数
値
と
と
も
に
合
併
前
の
い

わ
ば
大
字
(
自
然
村
)
単
位
の
数
値
も
併
せ
て
表
示
し
て
い
る
(
7
3

細
か
い
集
落
単
位
で
精
米
水
車
数
が
判
明
す
る
の
は
唯
一
、
こ
の
年

次
の
み
で
あ
る
が
、
京
都
盆
地
の
範
囲
内
の
水
車
数
も
し
た
が
っ
て
ほ
ほ
識
別
可
能
で
あ
る
。
そ
の
集
計
の
結
果
は
計
一
五
三
台
で
あ

27 

る
。
こ
れ
を
市
郡
別
お
よ
び
主
だ
っ
た
集
落
(
旧
村
名
に
よ
る
)
ご
と
に
示
せ
ば
、
京
都
市
三
人
司
(
上
京
区
三
一
、
下
京
区
七
)
、
愛
宕
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郡
五
九
(
白
川
村
(8)

・
田
中
村
・
西
賀
茂
村
各
七
、
岩
倉
村
六
、
下
鴨
村
・
高
野
村
・
東
紫
竹
大
門
村
各
五
、
上
賀
茂
村
四
、
鷹
峰
村
・

修
学
院
村
・
一
乗
寺
村
各
三
な
ど
、
計
一
四
ヵ
村
)
、
葛
野
郡
二

O
(
宇
多
野
村
三
な
ど
、
計
一
四
ヵ
村
)
、
紀
伊
郡
一
四
(
儀
島
新
田
四

な
ど
、
計
八
ヵ
村
)
、
乙
訓
郡
五
(
五
ヵ
村
)
、
宇
治
郡
一
六
(
勧
修
寺
村
三
な
ど
、
八
ヵ
村
)
、
久
世
郡
一

(
一
ヵ
村
)
で
あ
る
。

先
の
「
水
車
営
業
取
調
表
」
(
明
治
一
五
年
調
)
の
結
果
で
は
、
京
都
市
に
白
米
を
供
給
す
る
と
い
う
条
件
つ
き
な
が
ら
、
精
米
水
車

の
数
は
一

O
O
台
で
あ
っ
た
。
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
に
よ
る
一
五
三
台
と
い
う
数
は
、
自
家
用
水
車
が
加
わ
り
、
ま
た
、
京
都
市
を
市

場
と
し
て
い
な
か
っ
た
遠
隔
地
の
商
業
用
水
車
が
新
た
に
含
ま
れ
、
さ
ら
に
は
調
査
年
次
の
違
い
に
よ
る
微
増
と
い
っ
た
点
に
、
そ
の
見

か
け
の
増
加
の
原
因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
お
も
な
変
動
地
域
は
宇
治
郡
(
一
六
増
)
、
京
都
市
(
一
三
増
)
、
紀
伊
郡
(
一
一
増
)
、
愛
宕

郡
(
九
増
)
で
あ
っ
て
、
概
し
て
京
都
市
お
よ
び
そ
の
東
・
南
方
の
地
域
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。

明
治
二
四
年
版
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
内
容
は
、
京
都
地
方
に
関
し
て
は
、
琵
琶
湖
疏
水
の
開
通
後
九
ヵ
月
自
の
調
査
に
基
づ
い
て

い
る
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
、
前
節
で
例
示
し
た
事
例
に
も
み
ら
れ
る
通
り
、
琵
琶
湖
疏
水
依
存
型
の
水
車
は
、
必
ず
し
も
疏
水
開
通
直
後

に
誕
生
し
た
も
の
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
れ
故
、
右
の
『
徴
発
物
件
一
覧
表
』
の
精
米
水
車
数
の
中
に
、
琵
琶
湖
疏
水
に
よ
っ
て
触
発
さ

れ
た
水
車
が
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
は
理
解
し
が
た
い
。

願
出
文
書
か
ら
復
元
さ
れ
る
水
車
分
布

水
車
段
階
で
の
水
力
利
用
パ
タ
ー
ン
を
描
き
出
す
上
で
有
効
な
、
今
一
つ
の
資
料
は
、
先
に
も
若
干
例
示
し
た
京
都
府
立
総
合
資
料
館

が
所
蔵
す
る
願
出
文
書
で
あ
る
。
こ
の
願
出
文
書
は
、
「
水
車
用
堰
様
若
ハ
水
路
ニ
対
シ
新
築
、
改
築
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
」
る
よ
う
督
促
し

た
明
治
四
O
年
一

O
月
の
京
都
府
告
示
に
基
づ
き
、
願
人
た
ち
か
ら
提
出
さ
れ
始
め
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
告
示
は
、
既
往
に
、
遡



つ
て
の
追
認
願
の
提
出
も
求
め
て
い
る
互
。

右
の
願
出
文
書
は
、
筆
者
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
府
下
七
四
二
台
の
水
車
に
関
す
る
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
京
都
盆
地
に
属
す
る
水

車
は
そ
の
う
ち
の
一
七
九
台
で
あ
る
。

ト)

水
車
の
分
布

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
水
車
の
市
郡
・
区
町
村
別
分
布
状
況
は
表
1
に
示
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
市
郡
別
で
は
宇
治
郡
に
全
体
の
三
割
を
超

え
る
最
多
数
の
水
車
が
集
積
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宇
治
郡
北
端
の
山
科
村
へ
の
水
車
集
積
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
区
町
村
別
で
は

山
科
村
に
次
い
で
、
京
都
市
上
京
区
、
愛
宕
郡
上
賀
茂
村
も
二
桁
の
水
車
台
数
を
数
え
て
い
る
。

京都盆地における水力利用パターンの変遷

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
水
車
の
分
布
状
況
を
大
字
単
位
(
京
都
市
内
は
町
単
位
)
で
図
化
す
れ
ば
図
1
の
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
で

は
、
賀
茂
川
の
水
に
依
る
上
賀
茂
村
上
賀
茂
(
一

O
)
、
同
じ
く
大
宮
村
西
賀
茂
(
六
)
、
賀
茂
川
の
左
岸
支
流
太
田
川
な
ど
に
依
る
田
中

村
田
中
(
八
)
、
山
科
川
の
上
支
流
四
宮
川
に
依
る
山
科
村
四
宮
(
六
)
、
琵
琶
湖
疏
水
を
受
け
る
と
み
ら
れ
る
山
科
村
安
朱
(
七
)
、
字

市都・区町村別水車数

原都市 26 

上京区 22 

下京区 4 

愛宕郡 40 
白 )11村 2 

松ケ崎村 3 

下鴨村 3 

鷹峰村 2 

田中 村 8 

修学院村 4 

上賀茂村 10 

大宮村 8 

葛野郡 39 

梅ケ畑村 3 

太秦村 3 

嵯峨村 3 

松尾村 5 

川l岡村 3 

桂 キす 2 

京極村 3 

朱雀野村 4 

西院村 2 

衣笠村 4 

花園村 3 

キ毎津!村 4 

乙 訓郡 6 

向日村 2 

新神足村 2 

海印寺村 1 

大枝村 1 

紀伊都 9 

伏見町 1 

竹田村 1 

柳 原町 2 

上鳥羽村 2 

深草村 3 

宇治郡 58 

山手斗村 44 

醍醐村 7 

宇治村 7 

久世郡 1 

槙島村 1 

言十 179 

29 

表 1
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品川.

図1 京都盆地の水車分布(願出文書による)



治
川
右
岸
の
濯
概
用
水
路
に
依
る
宇
治
村
菟
道
(
七
)
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
他
、
山
科
盆
地
で
は
、
山
科
村
小
山
、
西
野
山
、
勧

修
寺
、
お
よ
び
醍
醐
村
醍
醐
に
、

五
台
ず
つ
の
水
車
集
積
が
認
め
ら
れ
る
。

総
じ
て
み
れ
ば
、
水
車
分
布
は
山
科
盆
地
に
お
い
て
最
も
卓
越
し
、
、
京
都
盆
地
に
関
し
て
は
南
半
よ
り
も
北
半
、
西
半
よ
り
も
東
半

が
、
優
位
に
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
原
因
は
、
水
流
の
勾
配
な
ど
の
水
車
架
設
条
件
の
優
劣
の
ほ
か
、
周
辺
地
域
の
水
車
に
対
す

る
必
要
度
の
差
に
由
来
す
る
が
、
さ
ら
に
は
琵
琶
湖
疏
水
の
占
め
る
役
割
も
大
き
い
。
先
述
の
通
り
、
願
出
文
書
の
中
で
疏
水
依
存
を
明

示
す
る
水
車
は
一
五
台
に
過
ぎ
な
い
が
、
右
で
触
れ
た
山
科
村
安
朱
の
七
台
な
ど
は
さ
ら
に
こ
れ
に
含
ま
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
。

京都盆地における水力利用パターンの変遷

(二)

水
車
の
創
設
年
次

水
車
の
創
設
年
次
を
市
郡
別
に
五
年
刻
み
(
最
後
期
の
み
六
ヵ
年
)
で
表
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。
水
車
の
創
設
年
次
は
即
、
水
力

利
用
の
開
始
年
次
を
意
味
す
る
が
、
京
都
盆
地
に
関
し
て
は
明
治
三

0
年
代
後
半
か
ら
四

0
年
代
に
か
け
て
、
水
力
利
用
が
急
激
に
伸
ぴ

た
と
い
え
よ
う
か
。
た
だ
先
述
の
通
り
、
水
車
に
関
す
る
願
出
文
書
の
提
出
を
定
め
た
京
都
府
告
示
は
、
明
治
四

O
年
一

O
月
に
ょ
う
や

く
公
に
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
告
示
に
即
応
し
た
願
出
の
中
に
は
、
届
出
日
付
で
も
っ
て
創
設
年
次
と
し
た
事
例
も

多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
創
設
年
次
が
不
詳
と
す
る
事
例
が
三
二
を
数
え
る
の
も
、
告
示
が
遅
き
に
失
し
た
た
め
で

一
方
、
こ
の
告
示
に
先
立
っ
て
存
在
し
て
い
た
水
車
に
関
し
て
は
、
追
認
願
の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、

一
応
の
捕

あ
る
。

捉
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
存
在
し
な
が
ら
す
で
に
消
滅
し
て
い
た
水
車
に
つ
い
て
は
捕
捉
は
及
ば
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
以

上
の
よ
う
な
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
水
車
の
創
設
年
次
に
関
す
る
分
析
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。

明
治
以
前
に
創
設
さ
れ
た
水
車
は
一
人
台
を
数
え
る
が
、
そ
の
う
ち
最
も
古
く
起
源
す
る
の
は
、
上
京
区
堀
川
寺
之
内
二
丁
上
ル
に
あ

31 

っ
た
小
川
に
依
る
寛
文
二
年
(
一
六
六
二
創
設
の
精
米
水
車
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
愛
宕
郡
修
学
院
村
高
野
水
車
町
所
在
の
二
台
の
染
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創設年次別水車数

明 不 明l 明6 明11 明16明21明26明31明36明41大2 大7

治
(市郡)

以
言十

前 詳 5 10 15 20 25 30 35 40 45 6 12 

京都市 2 7 3 2 5 3 26 

愛宕郡 6 10 3 5 3 2 2 4 2 40 

葛野郡 4 6 3 5 3 3 11 39 

乙訓郡 4 6 

紀伊都 2 2 2 2 9 

宇治郡 4 6 4 4 6 11 12 5 5 58 

久世郡

計 18 32 9 10 7 2 6 10 11 26 30 12 6 179 
」 ------'--

表2

草
製
造
水
車
は
、

い
ず
れ
も
願
出
(
明
治
四
一
年
一
月
)
の
際
に
数
百
年
を
遡
る

創
業
を
う
た
っ
て
お
り
、
仮
に
こ
れ
を
三

O
O年
前
と
す
れ
ば
慶
長
三
年
(
二
ハ

O
八
)
と
な
る
が
も
ち
ろ
ん
確
証
は
な
い
。
な
お
、
確
た
る
創
設
年
次
を
挙
げ
る

水
車
は
表
3
に
一
不
さ
れ
る
通
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
文
化
年
間
以
後
に
属
し
て
い

る

一
方
、
遅
く
大
正
年
間
に
入
っ
て
新
設
さ
れ
た
水
車
一
人
台
の
内
訳
は
、
半
ば

以
上
が
山
科
村
・
醍
醐
村
の
宇
治
郡
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
お
り
、
水
車
へ
の
関

心
は
山
科
盆
地
に
お
い
て
最
も
牢
乎
で
あ
っ
た
み
る
べ
き
で
あ
る
。
山
科
村
(
七

台
)
の
中
で
用
途
の
判
明
す
る
の
は
、
大
正
九
年
(
一
九
二

O
)
の
棚
ノ
辻
の
撚

糸
水
車
、

一
一
一
年
の
音
羽
の
自
家
用
精
米
水
車
で
あ
る
。
ま
た
、
醍
醐
村
醍
醐

(
三
台
)
で
は
、
二
年
に
精
米
水
車
、

一
一
一
年
に
精
米
・
製
茶
水
車
が
誕
生
し
て

い
る
。
そ
の
他
の
市
郡
で
は
、
京
都
市
の
、

四
年
に
新
設
の
精
米
水
車
二
台
、
六

年
に
新
設
の
精
米
・
組
紐
水
車
一
台
は
、
す
べ
て
琵
琶
湖
疏
水
か
ら
の
引
水
に
よ

っ
て
い
る
。
ま
た
、
二
年
に
は
、
愛
宕
郡
松
ヶ
崎
村
小
脇
、
葛
野
郡
松
尾
村
松
室

に
そ
れ
ぞ
れ
精
米
水
車
が
新
設
さ
れ
、
九
年
に
も
、
自
家
用
と
断
っ
た
精
米
水
車

が
葛
野
郡
梅
ヶ
畑
村
高
鼻
に
出
現
し
て
い
る
。

一
方
、
六
年
に
は
、
乙
訓
郡
大
枝

村
塚
原
に
掲
臼
五
二
、
挽
臼
一
の
精
米
・
製
粉
水
寧
が
、
ま
た
紀
伊
郡
上
鳥
羽
村



京都盆地における水力利用パターンの変遷33 

江戸時代に創設された水車

創設年次 所 在 地 水 掛 願出時点の用途

寛文2(1661) 京都市上京区堀川寺之内2丁上ル JII 精米 80臼

天保15(1844) 愛宕郡田中村田中馬ノ神 太田川 精米 52臼

慶応3(1867) 4シ 。 。流レ田 ク 精米 48臼

元禄 1(1688) 葛野郡花園村宇多野法安寺27 御室川 精米 32臼

文化1(1804) 。 イシ 。 蓮池8 。 精米 22臼

文化12(1815) 。 嵯峨村下嵯峨柳田33 西高瀬川 精米 34臼

文政2(1819) 紀伊郡柳原町野本 鴨 JII 精米・穀物粉砕

文政11(1828) 。 深草村福稲施餓鬼回 イシ 精米麦・穀物粉砕60臼

天保 1(1830) 宇治郡宇治村菟道池山 用 水路 精米

天保11(1840) ク ク ク山田 イシ 胡粉製造

表3

上
鳥
羽
に
は
掲
臼
三
八
の
精
米
水
車
が
、
そ
れ
ぞ
れ
誕
生
し
て
い
る
。
掲
臼
の
数
か
ら

し
て
こ
れ
ら
は
疑
い
も
な
く
商
業
用
水
車
で
あ
る
。

な
お
、
厳
密
に
大
正
年
間
を
い
え
ば
、
右
の
一
八
台
の
ほ
か
に
、
大
正
元
年
九
月
、

葛
野
郡
梅
津
村
東
梅
津
に
出
現
し
た
、
携
臼
一
三
の
精
米
水
車
一
台
を
加
え
て
お
か
ね

ば
な
ら
な
い
。巨)

水
車
の
用
途

用
途
の
判
明
す
る
水
車
は
総
数
一
七
九
台
の
う
ち
の
二
二
台
(
約
六
八
%
)
で
あ

り
、
そ
の
種
類
別
内
訳
は
表
4
の
通
り
で
あ
る
。
種
類
別
で
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
の

は
精
米
水
車
で
あ
り
、
他
と
の
兼
用
水
車
も
加
え
れ
ば
、
そ
の
数
一
O
三
台
は
全
体
の

八
五
%
強
に
達
す
る
。
市
郡
別
に
は
、
乙
訓
、
紀
伊
両
郡
で
は
す
べ
て
の
水
車
が
精
米

に
関
係
し
て
お
り
、
葛
野
郡
、
京
都
市
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

他
方
、
精
米
以
外
の
用
途
も
多
様
で
あ
り
、
製
粉
な
ど
の
穀
物
が
ら
み
の
用
途
を
除

い
て
も
、
そ
の
数
は
一
一
一
に
達
す
る
。
市
郡
別
に
み
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
兼
用
も
含

め
た
精
米
水
車
率
が
そ
れ
ぞ
れ
約
七
四
%
、
約
八
O
%
と
低
い
宇
治
、
愛
宕
両
郡
で
あ

り
、
穀
物
関
係
以
外
の
用
途
種
類
数
で
い
え
ば
、
宇
治
郡
は
六
、
愛
宕
郡
は
四
を
数

ぇ
、
各
種
産
業
と
の
関
連
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
市
の
水
車
も
、
消

費
人
口
と
の
か
ら
み
で
精
米
機
能
が
重
要
で
あ
る
一
方
で
、
他
の
用
途
を
兼
ね
る
事
例
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用途種類別水車数

総 精 精 精 精 精 精 精 わ 撚 綿 染 製 砥 胡 ノ2、Z イ申
米 米 布

米 米 米 -米 ら つ 草 粉 粉 粉
(市郡) -穀 絵

や製 物 製 組 具 そ 打 製 製 製 製

粉 製 の 出

数 米 粉 砕 茶 紐 造 他 ち 糸 し 主旧主 紙 造 造 造 銅

京都市 16 11 2 

愛宕郡 34 24 3 3 1 2 1 

葛野郡 30 29 

乙訓郡 3 2 

紀伊郡 4 2 2 

宇治郡 34 23 4 1 2 

久世郡 。
言十 121 91 2 5 1 1 2 I 4 1 2 l 4 1 3 l 

表 4

が
郡
部
に
比
べ
て
多
い
。

穀
物
関
係
以
外
の
用
途
の
中
で
は
、
い
ず
れ
も
が
京
都
盆
地
の
産
業
を
代

表
す
る
撚
糸
、
臨
林
製
造
、
金
粉
製
造
な
ど
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
織
物
と
関

連
す
る
撚
糸
水
車
が
所
在
す
る
の
は
愛
宕
郡
大
宮
村
西
賀
茂
に
二
(
と
も
に

年
次
不
詳
)
、

(
明
治
一
五
年
創
設
)
と
、
前
節
で
触
れ

田
中
村
田
中
に

た
大
正
九
年
新
設
の
宇
治
郡
の
一
で
あ
る
。
ま
た
、
砥
粉
と
は
ニ
ス
・
漆
な

ど
の
塗
物
の
下
地
に
用
い
ら
れ
る
微
粒
子
土
で
シ
ェ

1
ル
を
原
料
に
製
せ
ら

れ
る
が
、
宇
治
郡
山
科
村
西
野
山
、
勧
修
寺
は
原
料
産
地
に
立
地
し
た
砥
粉

産
地
と
し
て
全
国
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る

2
0
水
車
は
原
料
を
粉
砕
す
る
胴

揚
き
臼
の
動
力
で
あ
る
が
、
右
の
西
野
山
と
勧
修
寺
に
そ
れ
ぞ
れ
二
台
を
数

え
て
い
る
。
創
設
年
次
は
、
西
野
山
の
一
台
が
明
治
二
二
年
の
ほ
か
は
他
は

後
れ
て
二
一

O
i
三
九
年
で
あ
る
。

一
方
、
金
粉
と
は
装
飾
・
塗
装
用
な
ど
に

用
い
ら
れ
る
真
鍬
の
粉
末
を
い
う
が
、
旋
盤
で
作
ら
れ
た
削
り
粉
を
さ
ら
に

細
粉
に
仕
上
げ
る
胴
掲
き
工
程
に
、
同
じ
く
水
車
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
字

治
郡
の
こ
は
い
ず
れ
も
宇
治
村
菟
道
に
明
治
二
七
、
二
一
七
年
に
創
設
さ
れ
た

も
の
で
あ
り
、
京
都
市
の
そ
れ
(
明
治
三
九
年
創
設
)
は
上
京
区
鹿
ヶ
谷
に

所
在
し
て
い
る
。
ほ
か
に
右
の
菟
道
に
は
、
牡
螺
殻
か
ら
画
料
・
塗
料
用
の



ご
ふ
ん

胡
粉
を
胴
掲
き
で
製
す
る
、
胡
粉
水
車
も
一
台
認
め
ら
れ
る
(
表
3
)
(日
)
O

な
お
一
言
付
言
す
れ
ば
、
葛
野
郡
の
製
紙
水
車
は
、
明
治
七
年
創
業
の
京
都
府
勧
業
課
製
紙
所
に
由
来
す
る
、
梅
津
村
西
梅
津
所
在
の

梅
津
製
紙
株
式
会
社
で
あ
り
、
水
は
桂
川
に
依
っ
て
い
る
。
ま
た
、
京
都
市
の
精
米
・
絵
具
製
造
兼
用
水
車
(
明
治
二
七
年
創
設
)
は
前

段
で
も
触
れ
た
が
、
琵
琶
湖
疏
水
関
連
の
鴨
東
運
河
に
設
け
ら
れ
た
鴨
東
船
溜
か
ら
水
を
引
く
、
疏
水
依
存
の
水
車
で
あ
っ
た
。

(回

宇
治
川
筋
の
揚
水
水
車

水
車
の
一
種
に
、
流
れ
に
よ
っ
て
回
転
し
な
が
ら
桶
や
杓
で
水
を
汲
み
上
げ
る
揚
水
水
車
が
あ
る
(
ロ
石
京
都
盆
地
に
関
し
て
い
え
ば
、

歴
史
的
に
は
、
中
世
の
「
宇
治
の
水
車
」
や
近
世
の
「
淀
の
水
車
」
が
こ
の
種
の
水
車
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
前
者
は
、
宇
治
川
の
流
れ

京都盆地における水力利用パターンの変遷

に
架
か
っ
て
水
田
に
濯
水
し
て
い
た
実
用
性
の
高
い
存
在
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
後
者
は
、
淀
城
の
北
・
西
を
巡
'
っ
て
流
れ
る

宇
治
川
の
末
の
淀
川
に
架
け
ら
れ
、
淀
域
内
の
庭
池
の
水
、
城
の
傍
ら
の
茶
店
の
手
水
鉢
の
水
を
そ
れ
ぞ
れ
汲
み
上
げ
て
い
た
、
二
台
の

揚
水
水
車
で
あ
る
。
あ
ま
り
生
産
的
な
意
味
合
い
を
も
た
な
い
こ
の
「
淀
の
水
車
」
も
、
大
坂
|
伏
見
を
結
ぶ
淀
川
の
河
川
交
通
路
に
位

置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
旅
客
の
目
に
触
れ
、
全
国
に
喧
伝
さ
れ
つ
つ
幕
末
に
至
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
問
、
実
用
性
の
高
い
「
宇
治
の

水
車
」
型
の
揚
水
水
車
が
消
え
失
せ
て
い
た
と
み
る
の
は
早
計
で
あ
る
お

)
O

揚
水
水
車
は
、
地
形
図
上
で
は
記
号
を
伴
っ
て
い
な
い
た
め
に
そ
の
存
在
を
把
握
し
難
い
。
た
ま
た
ま
筆
者
が
京
都
府
立
総
合
資
料
館

で
見
出
し
た
資
料
は
、
河
川
・
築
防
敷
を
用
益
す
る
物
件
に
つ
き
、
そ
の
用
益
料
を
徴
収
す
る
た
め
に
な
さ
れ
た
明
治
時
代
後
期
の
基
本

調
査
で
あ
る
が

g
、
実
は
そ
の
対
象
物
件
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
礎
概
用
揚
水
水
車
で
あ
る
。
た
と
え
ば
そ
の
う
ち
の
一
件
、
宇
治
村
雲
雀
島

の
宇
治
川
筋
に
設
置
さ
れ
た
物
件
に
関
す
る
占
用
願
に
は
、
次
の
よ
う
な
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。

35 

右
ハ
耕
地
濯
概
用
水
車
設
置
ノ
為
メ
、
其
構
造
ハ
末
口
四
寸
五
分
ノ
丸
太
四
本
ヲ
打
、
之
ニ
水
車
心
木
ヲ
架
シ
、
流
水
ノ
作
用
ニ
因
リ
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宇治川筋の揚水水車(明治40年上期基準)

所 在 地 揚水水車数

郡 町村 大字 小字 継続 新規 廃止

久 世 宇治町 宇治郷 塔 )11 l 

横島村 大 島 3 3 

宇治 宇治村 菟 道 丸 山 1 3 
。 車 田 2 1 

五ケ庄 戸 ノ 内 7 

ク 針ノ木原 5 

イ〉 大八木 3 

ク 轟 1 
。 高 車 3 
。 西 田 1 

イシ 西河原 2 

イシ 雲雀島 2 1 

六地蔵 徳 永 2 

紀伊 向島村 向 烏 雲雀島 3 

度島新田 大 島 12 

イシ 上 林 島 2 

イシ 月貫島 29 27 
。 大河原島 2 7 

ク 金井戸島 23 

イシ 矢 倉 島 5 

イシ 大 黒 島 2 2 
。 横大路野島 43 4 
。 渡シ場島 2 
。 津田烏 4 

堀内村 堀 内 泰長老 3 

イシ 弾正島 3 

イシ 金井戸島 3 

計 162 3 54 
L一一

表5

回
転
シ
、
寛
ニ

注
入
シ
引
水
ス

ル
ノ
目
的
ニ
在

之
候
ニ
付
、
御

許
可
相
成
度
此

段
出
願
候
也
。

ま
た
、
別
の
占

用
願
に
付
せ
ら
れ

た
但
し
書
き
に
は

「
本
願
濯
淑
用
水

車
ハ
往
古
ヨ
リ
設

置
シ
来
リ
タ
ル
モ

ノ
」
と
か
、
「
本

件
ハ
濯
蹴
用
水
供

給
ノ
タ
メ
水
車
及

掛
樋
ヲ
其
季
節
中

誇
一
貴
一
ス
ル
モ
ノ



シ
テ
古
来
ヨ
リ
施
設
ノ
モ
ノ
ニ
有
之
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
「
宇
治
の
水
車
」
の
後
喬
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

こ
の
資
料
が
物
語
る
明
治
四
O
年
上
期
の
状
況
で
は
、
揚
水
水
車
は
一
二
九
台
が
数
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
分
布
は
図
1
お
よ
び
表
5
に

示
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。
表
中
で
継
続
と
あ
る
の
は
、
起
源
は
不
明
で
あ
る
が
古
く
か
ら
存
在
し
、
今
後
も
継
続
し
て
使
用
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
揚
水
水
車
を
い
い
、
新
規
・
廃
止
と
は
、
四
O
年
上
期
を
機
に
、
新
設
さ
れ
る
か
廃
止
さ
れ
る
こ
と
が
届
け
出
ら
れ
た
も
の
を

い
う
。
す
な
わ
ち
揚
水
水
車
は
、
宇
治
町
、
槙
島
村
、
宇
治
村
、
向
島
村
、
堀
内
村
に
わ
た
っ
て
従
前
か
ら
は
一
二
六
台
が
数
え
ら
れ
た

が
、
四
O
年
上
期
を
期
し
て
そ
の
う
ち
の
五
四
台
が
廃
止
さ
れ
よ
う
と
し
、
逆
に
三
台
が
新
設
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
ち
な
み
に
向
島
村

京都盆地における水力利用パターンの変遷

-
堀
内
村
の
揚
水
水
車
が
一
挙
に
四
九
台
も
廃
止
さ
れ
た
そ
の
理
由
は
、
届
け
出
の
註
記
に
よ
れ
ば
、
淀
川
の
改
修
工
事
に
伴
っ
て
従
来

利
用
し
て
い
た
流
路
が
廃
川
同
様
に
な
っ
た
た
め
と
あ
る
。

な
お
こ
れ
ら
の
揚
水
水
車
は
、
川
沿
い
に
あ
り
な
が
ら
井
堰
濯
概
が
不
可
能
で
あ
っ
た
自
然
堤
防
な
ど
の
微
高
地
上
の
水
田
ゃ
、
同
じ

く
濯
概
手
段
を
他
に
求
め
え
な
い
川
中
島
の
水
田
に
、
伴
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

四

琵
琶
湖
疏
水
が
も
た
ら
し
た
新
た
な
水
力
利
用
パ
タ
ー
ン

(ー)

蹴
上
発
電
所
に
よ
る
電
気
供
給

琵
琶
湖
の
水
を
京
都
盆
地
に
も
た
ら
し
、
そ
の
水
力
的
基
盤
の
増
強
を
図
る
の
も
目
的
の
一
つ
に
し
て
い
た
琵
琶
湖
疏
水
事
業
は
、
水

車
場
を
鹿
ヶ
谷
に
造
ろ
う
と
す
る
当
初
の
予
定
に
代
わ
っ
て
、
京
都
市
営
の
水
力
発
電
所
を
蹴
上
に
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
所
期
の

目
的
を
達
成
し
た
5
0

37 

明
治
二
四
年
一
一
月
の
創
業
に
あ
た
っ
て
、
蹴
上
発
電
所
は
、
秒
間
三
O
O
個
(
立
方
尺
)
の
疏
水
水
量
の
う
ち
の
二
五
O
個
を
引
水
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し
、
有
効
落
差
一

O
六
尺
(
約
三
二
・
一
メ
ー
ト
ル
)
で
も
っ
て
出
力
八

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
機
二
基
を
運
転
さ
せ
た
。
翌
一
一
一
月
に

は
出
力
七
五
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
機
が
追
加
さ
れ
る
。
生
産
さ
れ
た
電
気
は
、
す
で
に
二
二
年
七
月
か
ら
火
力
系
と
し
て
創
業
し
て
い
た

京
都
電
灯
株
式
会
社
(
以
下
「
京
都
電
灯
」
と
略
)
に
電
灯
用
と
し
て
販
売
さ
れ
る
と
と
も
に
、
電
力
用
と
し
て
は
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
昇

降
用
の
動
力
(
三
五
馬
力
)
に
用
い
ら
れ
る
ほ
か
、
市
内
の
需
要
家
へ
の
直
接
供
給
に
も
当
て
ら
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
水
力
発
電
段
階
で
の
水
力
利
用
は
水
車
段
階
で
の
そ
れ
と
は
異
な
り
、
水
流
沿
い
で
捉
え
ら
れ
た
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
形
さ
れ
、
そ
れ
が
水
力
地
点
か
ら
多
少
と
も
隔
た
っ
た
地
域
へ
と
送
電
・
配
電
さ
れ
て
、
面
的
な
広
が
り
で
も
つ

て
利
用
さ
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
形
を
変
え
た
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
今
や
利
用
さ
れ
る
に
当
た
っ
て
水
流
沿
い

と
い
う
場
所
的
制
約
を
超
越
し
た
と
い
え
る
(
さ

た
だ
、
蹴
上
発
電
所
に
よ
る
京
都
市
直
営
の
電
力
供
給
も
、
当
初
は
直
流
発
電
機
で
あ
っ
た
た
め
に
距
離
が
二

O
町
(
約
二
・
二
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
)
の
範
囲
に
限
ら
れ
、
し
か
も
当
初
応
募
し
た
の
は
唯
一
、
上
京
区
富
小
路
夷
川
下
ル
の
京
都
時
計
製
造
会
社
で
、
そ
の
需
要

量
は
わ
ず
か
に
一
馬
力
で
あ
っ
た

2
0

そ
の
後
、
蹴
上
発
電
所
の
発
電
力
は
漸
次
増
強
さ
れ
、
電
灯
用
・
電
力
用
電
気
の
供
給
量
も
着
実
に
増
加
し
て
い
く
。
三

O
年
に
は
、

発
電
力
は
当
初
目
標
と
し
て
い
た
二

0
0
0馬
力
(
一
四
九
二
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
に
達
し
、
直
営
の
電
力
供
給
実
績
す
な
わ
ち
電
動
力
需
要

も
、
こ
の
年
約
一
八

O
O
馬
力
を
記
録
し
て
い
る

B
。
電
力
の
供
給
範
囲
は
交
流
発
電
機
の
採
用
も
あ
っ
て
、
す
で
に
二
五
年
に
は
上
京

-
下
京
区
全
域
に
及
ぴ
、
さ
ら
に
三
九
年
頃
か
ら
は
愛
宕
・
葛
野
・
宇
治
・
紀
伊
の
四
郡
に
も
広
げ
ら
れ
た
。

明
治
四
五
年
五
月
に
は
、
上
水
道
・
防
火
・
発
電
な
ど
の
用
水
補
強
を
目
的
と
し
た
第
二
琵
琶
湖
疏
水
が
開
削
さ
れ
、
別
途
に
毎
秒
五

五
O
個
(
立
方
尺
)
の
水
量
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
蹴
上
発
電
所
は
そ
の
う
ち
の
五

O
O
個
を
割
当
て
ら
れ
、
.
合
計
七
五

O
個
の
水
量
で
も



っ
て
出
力
を
四
八

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
に
高
め
て
い
る

B
o
そ
れ
と
と
も
に
京
都
市
の
電
気
事
業
は
新
た
な
市
場
の
開
拓
に
迫
ら
れ
、
大
正

二
年
か
ら
は
自
ら
電
灯
供
給
に
乗
り
出
し
、
「
京
都
電
灯
」
と
の
競
合
関
係
に
陥
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

(二)

平
地
型
発
電
所
の
誕
生

第
二
琵
琶
湖
疏
水
の
目
指
し
た
発
電
力
の
増
強
計
画
は
、
蹴
上
発
電
所
の
ほ
か
に
新
た
に
二
つ
の
発
電
所
を
誕
生
さ
せ
た
。
琵
琶
湖
疏

水
の
下
流
部
、
鴨
東
運
河
・
鴨
川
運
河
沿
い
に
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
た
夷
川
発
電
所
(
大
正
三
年
四
月
開
業
)
と
伏
見
発
電
所
(
同
年
七

月
開
業
)
で
あ
る
。
蹴
上
発
電
所
を
は
じ
め
次
章
で
述
べ
る
水
力
発
電
所
の
す
べ
て
が
、
京
都
盆
地
の
縁
辺
部
の
大
落
差
を
利
用
し
た
立

地
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
新
設
の
二
発
電
所
は
運
河
に
臨
ん
だ
平
地
型
の
低
落
差
発
電
所
で
あ
る
。
鴨
川
運
河
の
末
端
に
近

京都盆地における水力利用パターンの変遷

く
、
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
が
設
備
さ
れ
た
選
急
点
に
あ
る
伏
見
発
電
所
は
、
ま
だ
し
も
有
効
落
差
四
七
尺
(
約
一
四
・
二
メ
ー
ト
ル
)
を
え
て

い
る
が
、
夷
川
発
電
所
の
そ
れ
は
僅
か
に
一

0
・
二
尺
(
約
三
・
一
メ
ー
ト
ル
)
に
す
ぎ
な
い
。
発
電
力
も
そ
れ
ぞ
れ
二
二
二

0
キ
ロ
ワ
ッ

ト
(
伏
見
)
と
二
八

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
夷
川
)
に
と
ど
ま
っ
た

2
0
な
お
、
伏
見
発
電
所
は
そ
の
位
置
か
ら
し
て
、
当
初
は
紀
伊
郡
方
面

の
需
要
に
期
待
し
た
が
、
最
終
的
に
は
六
五

O
O
ヴ
ォ
ル
ト
の
送
電
電
圧
で
京
都
市
の
塩
小
路
変
電
所
へ
送
電
し
て
い
る
(
む
。

五

天
然
河
川
に
よ
る
水
力
発
電
事
業

京
都
盆
地
に
流
れ
下
る
主
要
な
天
然
河
川
の
渓
口
に
も
、
相
次
い
で
三
つ
の
水
力
発
電
所
が
計
画
さ
れ
、
誕
生
し
た
。
北
縁
で
京
都
盆

地
に
入
る
高
野
川
と
賀
茂
川
、
お
よ
び
東
縁
で
盆
地
に
到
達
す
る
宇
治
川
と
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
渓
口
に
嵐
山
の
景
勝
地
を
も
っ
北
西

縁
の
桂
川
だ
け
は
、
唯
一
、
発
電
所
を
立
地
さ
せ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。
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ま
ず
最
初
に
誕
生
し
た
の
は
、
高
野
川
の
渓
口
、
愛
宕
郡
修
学
院
村
高
野
東
山
の
地
に
、
「
京
都
電
灯
」
に
よ
っ
て
明
治
三
二
年
二
一

月
に
申
請
さ
れ
、
三
三
年
六
月
か
ら
操
業
し
た
高
野
発
電
所
で
あ
る
。
先
述
の
通
り
、
「
京
都
電
灯
」
は
、
二
二
年
七
月
に
火
力
系
と
し

て
創
業
し
た
後
、
二
五
年
一
二
月
以
降
、
蹴
上
発
電
所
よ
り
水
力
電
気
を
買
電
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
質
、
火
水
併
用
系
に
変
質
し
た

が
、
二
七
年
四
月
に
は
火
力
発
電
機
を
売
却
し
、
水
力
電
気
の
受
電
の
み
に
よ
る
営
業
体
制
に
切
り
替
え
て
い
る
2
)
O

し
か
し
、
そ
の
後

の
需
要
増
は
、
受
電
量
に
限
界
の
あ
る
こ
の
体
制
を
許
さ
ず
、
会
社
は
改
め
て
二
九
年
二
一
月
、
新
規
に
一
五

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
火
力
発

電
機
を
購
入
し
、
火
水
併
用
体
制
を
取
り
戻
し
て
い
た

8
0
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
誕
生
し
た
の
が
高
野
発
電
所
で
あ
る
が
、
出
力
わ
ず

か
に
一
八

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
(
電
灯
一
六
燭
光
二
一

0
0
0
灯
分
)
と
は
い
え
、
引
き
続
く
需
要
増
に
対
し
て
、
会
社
は
自
前
の
水
力
発
電
所

京都盆地における水力利用パターンの変遷

で
も
っ
て
対
処
し
よ
う
と
し
た
わ
け
で
あ
る
。

高
野
川
の
渓
口
で
の
水
力
開
発
に
関
し
て
は
、
す
で
に
二
九
年
九
月
に
出
願
済
み
の
、
奥
田
某
ら
の
ベ
ル
ト
ン
水
車
に
よ
る
水
車
工
場

計
画
が
先
行
し
て
い
た
。
「
京
都
電
灯
」
の
出
願
は
右
の
水
利
使
用
権
の
移
譲
を
受
け
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。
奥
田
某
ら
の
計
画
で

も
発
電
用
水
の
取
水
口
は
、
修
学
院
村
分
レ
に
あ
る
旧
来
の
井
堰
に
求
め
ら
れ
て
い
た
が
、
「
京
都
電
灯
」
も
、
発
電
所
地
点
の
上
流
、

愛
宕
郡
八
瀬
村
の
北
谷
・
宮
ノ
田
に
ま
た
が
る
水
車
用
堰
域
を
借
用
し
て
こ
れ
に
当
て
て
い
る
。
そ
れ
に
発
し
て
延
長
一

O
二
六
間
(
約

一
八
六
五
メ
ー
ト
ル
)
余
の
水
路
が
う
が
た
れ
、
八
九
・
二
五
尺
(
二
七
・

O
五
メ
ー
ト
ル
)
の
落
差
が
え
ら
れ
た
。
な
お
、
こ
の
堰
壊
が

持
主
の
長
谷
川
某
か
ら
「
京
都
電
灯
」

へ
譲
渡
さ
れ
た
の
は
、
操
業
後
二
一
年
の
明
治
四
五
年
(
大
正
元
年
)
七
月
の
こ
と
で
あ
る
き
。

ち
な
み
に
高
野
発
電
所
の
電
気
は
、
電
圧
三
五

O
O
ヴ
ォ
ル
ト
で
も
っ
て
中
立
売
堀
川
の
堀
川
変
電
所
へ
と
送
電
さ
れ
、

一
般
電
灯
用

と
し
て
配
電
さ
れ
た
と
い
う
さ
。
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賀
茂
川
の
渓
口
、
愛
宕
郡
静
市
野
村
市
原
柚
ノ
木
谷
の
地
に
、
水
力
発
電
所
を
計
画
し
て
申
請
し
た
の
は
洛
北
水
力
電
気
株
式
会
社

(
以
下
「
洛
北
水
力
電
気
」
と
略
)
を
名
乗
る
会
社
で
あ
っ
た
き
。
上
賀
茂
村
の
住
人
七
名
が
発
起
し
た
こ
の
会
社
の
事
業
計
画
は
、
賀

茂
川
の
上
流
中
津
川
で
水
を
取
っ
て
延
長
一

O
三
人
間
(
約
一
八
八
七
メ
ー
ト
ル
)
余
の
水
路
を
聞
き
、
中
津
川
と
市
原
川
の
合
流
点
付

近
に
落
差
一
五
六
・
七
尺
(
約
四
七
・
五
メ
ー
ト
ル
)
で
も
っ
て
発
電
所
を
設
け
、
電
灯
・
電
力
用
の
電
気
を
上
賀
茂
村
と
そ
の
西
隣
の
大

宮
村
に
供
給
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
出
力
は
先
述
の
高
野
発
電
所
に
や
や
劣
る
一
六
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
で
あ
る
が
、
起
業
に
あ
た
っ

て
は
電
灯
一
六
燭
光
一

O
O灯、

一
O
燭
光
一

O
O灯
、
電
力
昼
間
五

O
馬
力
、
昼
夜
間
一
六
O
馬
力
の
需
要
を
見
込
ん
で
い
た
。

工
事
中
に
幾
分
の
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
な
が
ら
も
、
発
電
所
が
完
成
し
、
「
洛
北
水
力
電
気
」
が
開
業
す
る
の
は
四
一
年
一
一
月
で
あ

る
。
し
か
し
、
そ
の
業
績
は
思
惑
を
外
れ
、
供
給
区
域
内
で
は
十
分
の
需
要
家
を
見
出
せ
ず
、

四
四
年
末
段
階
で
も
電
灯
需
要
だ
け
が
、

二
四
二
灯
、
三
九
O
三
燭
光
(
一
四
キ
ロ
ワ
ッ
ト
相
当
)
数
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
「
洛
北
水
力
電
気
」
の

電
気
は
創
業
後
ほ
ど
な
く
お
も
に
「
京
都
電
灯
」
へ
融
通
さ
れ
、
堀
川
変
電
所
を
経
由
し
て
主
と
し
て
西
陣
方
面
に
供
給
さ
れ
て
い
た
。

最
終
的
に
は
大
正
三
年
九
月
、
会
社
そ
の
も
の
が
「
京
都
電
灯
」
に
合
併
さ
れ
て
い
る
を
o

(ヨ

宇
治
川
渓
口
で
の
水
力
発
電

宇
治
川
渓
口
で
の
発
電
計
画
は
、
明
治
二
七
年
八
月
頃
か
ら
二
、
三
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
申
請
手
続
が
と
ら
れ
始
め
る
が
、
グ
ル
l

プ
聞
の
協
調
が
一
本
化
し
、
宇
治
水
電
株
式
会
社
(
以
下
「
宇
治
水
電
」
と
略
)
の
名
で
改
め
て
申
請
さ
れ
た
の
は
二
九
年
九
月
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
計
画
も
、
直
前
の
二
九
年
四
月
に
出
願
さ
れ
て
い
た
宇
治
川
電
力
株
式
会
社
の
同
様
の
計
画
、
お
よ
び
、
瀬
田
川

-
宇
治
川
筋
を
外
れ
山
科
盆
地
経
由
な
が
ら
も
、
大
筋
に
お
い
て
類
似
し
て
い
た
琵
琶
湖
運
河
株
式
会
社
の
計
画
(
一
三
年
一
月
出
願
)

と
、
競
願
状
態
に
陥
る
。
最
終
的
に
は
再
ぴ
こ
れ
ら
三
計
画
の
合
同
が
な
り
、
宇
治
川
電
気
株
式
会
社
(
以
下
「
宇
治
電
」
と
略
)
が
設



立
さ
れ
る
が
、
改
め
て
三
五
年
二
月
に
出
願
の
際
、
提
出
さ
れ
た
発
電
計
画
は
、
三
者
の
中
か
ら
、
滋
賀
県
滋
賀
郡
石
山
村
南
郷
か
ら
字

治
郡
宇
治
村
菟
道
ま
で
延
長
三
里
(
一
了
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
)
に
わ
た
っ
て
水
路
を
開
こ
う
と
す
る
「
宇
治
水
電
」
の
そ
れ
が
採
ら
れ

て
い
る
き
。

「
宇
治
水
電
」
即
「
宇
治
電
」
の
こ
の
計
画
は
琵
琶
湖
疏
水
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
り
、
水
力
発
電
を
は
か
る
と
同
時
に
、
そ
の
水
路

を
利
用
し
て
琵
琶
湖
|
瀬
田
川
宇
治
川
の
コ

l
ス
に
舟
運
の
便
を
聞
く
こ
と
を
企
図
し
て
い
た
2
0
そ
の
た
め
、
菟
道
に
は
長
さ
四
六

O
問
(
約
八
三
六
メ
ー
ト
ル
)
の
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
ま
で
予
定
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
結
局
は
舟
運
事
業
は
時
代
遅
れ
の
も
の
と
し
て

京都盆地における水力利用パターンの変遷

切
り
捨
て
、
発
電
事
業
専
一
の
計
画
に
改
め
て
い
る
。
ま
た
諸
般
の
事
情
か
ら
、
発
電
所
の
位
置
も
や
や
上
流
点
の
宇
治
町
宇
治
郷
に
変

更
さ
れ
た
。

「
宇
治
電
」
の
事
業
規
模
は
高
野
川
、
賀
茂
川
の
そ
れ
に
比
べ
て
桁
外
れ
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
。
使
用
水
量
は
秒
間
二

O
O
O個

(
立
方
尺
)
、
落
差
は
二

O
五
・
四
尺
(
約
六
二
メ
ー
ト
ル
)
で
、
大
正
二
年
八
月
の
創
業
時
の
常
用
出
力
は
二
万
二
一
四
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

で
あ
る
。
お
も
な
電
気
の
供
給
先
は
「
京
都
電
灯
」
と
大
阪
電
灯
株
式
会
社
、
お
よ
び
大
阪
市
内
の
電
力
(
動
力
)
需
要
家
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
京
都
へ
は
電
圧
一
万
二

0
0
0
ヴ
ォ
ル
ト
、
延
長
八
マ
イ
ル
、
大
阪
へ
は
電
圧
五
万
五

0
0
0
ヴ
ォ
ル
ト
、
延
長
二
二
マ
イ
ル

の
送
電
線
が
そ
れ
ぞ
れ
架
設
さ
れ
て
い
る
お
)
O

一
方
、
当
時
火
力
発
電
所
の
建
設
計
画
を
有
し
て
い
た
宇
治
町
は
、
方
針
を
切
り
替
え
、

常
時
三

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
「
宇
治
電
」
か
ら
買
電
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
二
年
一
一
月
か
ら
町
営
電
気
事
業
を
開
始
さ
せ
た

g
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
宇
治
電
」
の
事
業
対
象
地
域
が
地
元
の
宇
治
町
、
あ
る
い
は
京
都
市
な
ら
び
に
そ
の
近
郊
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
阪

方
面
を
指
向
し
た
こ
と
は
一
つ
の
画
期
で
あ
っ
た
。
宇
治
川
の
渓
口
と
い
う
い
わ
ば
京
都
盆
地
の
一
隅
で
生
産
さ
れ
た
電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー

43 

は
、
今
や
京
都
盆
地
の
枠
外
に
も
送
達
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
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京
都
盆
地
で
の
水
力
電
気
消
費

外
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
水
力
電
気

京
都
盆
地
の
電
化
を
考
慮
す
る
際
に
は
、
火
力
発
電
事
業
に
よ
る
達
成
効
果
は
ひ
と
ま
ず
お
き
、
「
宇
治
電
」
の
場
合
と
は
逆
に
、
盆

地
外
か
ら
盆
地
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
水
力
電
気
に
も
注
意
を
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
と
え
ば
明
治
四
二
年
一
一
月
、
桂
川
の
上
流
、
丹
波
山
地
内
の
北
桑
田
郡
黒
田
村
の
地
に
、
「
京
都
電
灯
」
に
よ
っ
て
高
野
発
電
所

に
次
ぐ
第
二
の
水
力
発
電
所
と
し
て
創
設
さ
れ
た
黒
田
発
電
所
(
出
力
八

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
は
、
電
圧
一
万
六
五

O
O
ヴ
ォ
ル
ト
で
水

力
電
気
を
京
都
盆
地
へ
と
も
た
ら
し
た
安
否
同
じ
く
四
四
年
一
月
に
完
成
し
た
、
滋
賀
県
栗
太
郡
上
田
上
村
の
信
楽
山
地
内
、
大
戸
川
に

依
る
出
力
一
六

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
「
京
都
電
灯
」
牧
発
電
所
も
、
大
津
と
並
ん
で
京
都
盆
地
を
そ
の
送
電
先
と
し
て
い
る
お
}
O

ま
た
、

四
二
年
八
月
、
桂
川
の
一
支
流
清
滝
川
の
V
字
谷
に
、
清
滝
川
水
力
電
気
会
社
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
水
力
発
電
所
(
出
力
二
五

0
キ
ロ

ワ
ッ
ト
)
も
、
葛
野
郡
嵯
峨
村
、
梅
津
村
、
松
尾
村
上
山
田
を
供
給
先
と
し
て
い
た

g(図
2
)
0

大
正
時
代
に
入
る
と
、
こ
の
よ
う
な
結
び
付
き
は
よ
り
遠
方
と
の
間
で
も
強
く
な
っ
た
。
た
と
え
ば
大
正
八
年
一
一
月
、
「
京
都
電

灯
」
は
府
の
最
南
端
、
相
楽
郡
大
河
原
村
に
出
力
三

0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
水
力
発
電
所
を
起
こ
し
、
木
津
川
の
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
京

都
盆
地
に
結
び
付
け
て
い
る
。
次
い
で
一

O
年
九
月
と
一
一
一
年
一

O
月
に
は
、
滋
賀
県
高
島
郡
朽
木
村
荒
川
お
よ
ぴ
栃
生
に
出
力
二

O
O

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
と
一
二

0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
が
竣
工
し
、
安
曇
川
水
系
の
水
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
京
都
盆
地
に
到
来
し
た
さ
。
「
京

都
電
灯
」
と
宇
治
町
に
給
電
す
る
「
宇
治
電
」
も
、
大
正
二
二
年
三
月
、
渓
口
を
遡
っ
た
宇
治
川
の
V
字
谷
に
志
津
川
発
電
所
(
出
力
二

万
人

0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
を
出
現
さ
せ
て
い
る
霊
o



ま
た
一
方
で
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
期
か
ら
そ
の
戦
後
に
か
け
て
電
気
事
情
が
切
迫
す
る
中
、
遠
隔
電
源
地
帯
か
ら
大
消
費
市
場
へ
水

力
電
気
を
も
た
ら
そ
う
と
す
る
電
気
却
売
事
業
体
が
、
大
正
八
年
に
続
々
と
誕
生
し
た
。
と
り
わ
け
電
気
が
不
足
す
る
関
西
地
方
は
こ
れ

ら
の
会
社
の
主
た
る
目
標
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、

日
本
電
力
株
式
会
社
は
、
神
通
川
、
常
願
寺
川
、
益
田
川
な
ど
の
水
力
電

気
を
、
大
正
ご
二
年
か
ら
は
「
宇
治
電
」
、

一
五
年
か
ら
は
そ
れ
に
代
わ
っ
て
「
京
都
電
灯
」
に
販
売
し
て
い
る

g
o
ま
た
、
合
併
の
た

め
後
れ
て
大
正
一

O
年
に
発
足
し
た
大
同
電
力
株
式
会
社
も
、
主
な
拠
点
で
あ
る
木
曽
川
筋
の
発
電
所
か
ら
の
本
格
的
な
送
電
を
一
一
一
年

に
開
始
し
、
「
京
都
電
灯
」
、
「
宇
治
電
」
に
も
電
気
を
も
た
ら
し
た
3
0
ち
な
み
に
、
全
長
二
三

O
l
一一一一一

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す

る
こ
れ
ら
両
者
の
送
電
幹
線
の
電
圧
は
と
も
に
一
五
万
四

0
0
0
ヴ
ォ
ル
ト
で
あ
っ
た
。

京都盆地における水力利用パターンの変遷

た
だ
、
こ
の
よ
う
に
し
て
遠
方
か
ら
送
達
さ
れ
て
き
た
中
部
電
源
地
帯
の
水
力
電
気
が
、
果
た
し
て
ど
の
程
度
京
都
盆
地
に
浸
透

L
た

か
は
推
測
が
困
難
で
あ
る
。
「
宇
治
電
」
は
大
正
八
年
に
、
本
屈
を
京
都
か
ら
大
阪
へ
移
す
ほ
ど
に
そ
の
経
営
の
ス
タ
ン
ス
を
変
え
て
お

り
、
ま
た
「
京
都
電
灯
」
も
そ
の
供
給
区
域
は
、
京
都
盆
地
の
範
囲
を
は
る
か
に
超
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

(二)

水
力
電
気
の
果
た
し
た
役
割

京
都
盆
地
の
電
化
は
、
も
と
よ
り
一
方
で
は
、
盆
地
の
内
外
に
所
在
す
る
火
力
発
電
所
か
ら
の
電
気
供
給
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
て
い

た
。
し
た
が
っ
て
、
京
都
盆
地
内
で
消
費
さ
れ
る
電
気
は
水
力
系
と
火
力
系
が
混
合
し
て
い
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で

ど
の
範
囲
を
水
力
電
気
が
担
当
し
て
い
た
か
を
、
正
し
く
判
定
す
る
こ
と
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
唯
一
、
京
都
盆
地
が
水
力
電
気
に
よ
っ

て
独
占
さ
れ
て
い
た
と
認
定
で
き
る
の
は
、
蹴
上
発
電
所
の
完
成
後
「
京
都
電
灯
」
が
火
力
発
電
所
を
廃
止
し
、
全
面
的
に
水
力
電
気
の

供
給
に
徹
し
始
め
た
明
治
二
七
年
四
月
以
降
の
状
況
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
状
況
も
、
二
九
年
二
一
月
に
「
京
都
電
灯
」
が
火
力
発

45 

電
を
再
開
し
た
た
め
、
僅
か
一
年
半
で
終
止
符
を
打
っ
た
。
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強
い
局
地
性
を
も
っ
て
明
治
四
0
年
代
に
出
現
し
た
「
洛
北
水
力
」
や
清
滝
川
水
力
電
気
会
社
の
、
上
賀
茂
村
や
嵯
峨
村
を
中
心
と
す

る
独
自
の
小
範
囲
の
供
給
区
域
内
で
は
、
水
力
電
気
の
純
粋
性
が
保
た
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
「
宇
治
電
」
か
ら
の
供
給
を
受
け
て
大

正
二
年
に
電
気
事
業
を
起
こ
し
た
宇
治
町
の
場
合
も
同
様
で
あ
る
(
図
2
)
。

電
気
供
給
区
域
が
経
営
体
相
互
間
で
錯
綜
す
る
中
、
京
都
市
と
そ
の
周
辺
地
域
に
関
し
て
は
大
正
三
年
、
京
都
市
と
「
京
都
電
灯
」
の

間
で
区
域
割
に
つ
い
て
の
合
意
を
み
た
。
以
後
、
京
都
市
営
電
気
事
業
の
営
業
区
域
と
な
っ
た
京
都
市
北
部
は
、
専
ら
蹴
上
、
夷
川
、
伏

見
の
三
発
電
所
の
水
力
電
気
を
受
け
る
こ
と
と
な
る
(
図
2
)
0
た
だ
、
供
給
量
の
不
足
か
ら
大
正
七
年
以
降
は
、
需
要
量
の
五
i
二
五
%

は
「
京
都
電
灯
」
か
ら
の
買
電
に
頼
り
始
め
て
お
り
§
、
京
都
市
北
部
で
保
た
れ
て
い
た
水
力
の
純
粋
性
も
い
さ
さ
か
疑
わ
し
い
。
さ
ら

に
大
正
一
四
年
五
月
に
は
自
前
の
横
大
路
火
力
発
電
所
(
出
力
五

0
0
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト
)
を
持
っ
た
た
め
、
以
後
こ
の
純
粋
性
は
決
定
的

に
失
わ
れ
る
。巳)

水
力
利
用
か
ら
水
力
電
気
利
用
ヘ

水
力
利
用
パ
タ
ー
ン
の
推
移
と
い
え
ば
、
水
力
電
気
|
|
と
り
わ
け
電
力
(
動
力
)
用
と
し
て
の
水
力
電
気
ー
ー
が
面
的
に
供
給
さ

れ
、
そ
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
く
経
過
の
中
で
、
そ
の
供
給
域
に
呑
み
込
ま
れ
た
の
を
契
機
に
、
あ
る
い
は
電
力
に
転
向
し
、
あ
る
い
は

廃
業
へ
と
追
い
込
ま
れ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
な
水
車
の
例
を
思
い
描
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

京
都
府
立
総
合
資
料
館
の
資
料
か
ら
判
明
す
る
京
都
盆
地
の
水
車
一
七
九
台
の
う
ち
、
廃
業
に
ま
で
届
け
が
及
ん
で
い
る
の
は
残
念
な

が
ら
凶
例
に
す
ぎ
な
い
。
う
ち
、
明
治
九
年
に
設
置
さ
れ
大
正
七
年
二
月
に
廃
業
し
た
愛
宕
郡
田
中
村
田
中
の
精
米
水
車
だ
け
が
、
そ
の

理
由
を
高
野
川
・
鴨
川
の
改
修
工
事
の
た
め
と
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
条
城
裏
の
上
京
区
主
税
町
に
あ
っ
た
水
車
も
、
水
路
改
修
に

伴
う
補
償
費
を
得
て
お
り
、
大
正
三
年
三
月
の
廃
業
理
由
も
お
の
ず
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。
明
治
一

O
年
に
農
家
の
共
用
と
し
て
設
置
さ



れ
、
の
ち
個
人
の
賃
揚
経
営
に
替
わ
っ
て
い
た
葛
野
郡
京
極
村
川
勝
寺
の
精
米
水
車
(
三
二
臼
)
は
、
大
正
五
年
五
月
に
廃
業
す
る
が
そ

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
明
治
四
三
年
八
月
に
新
設
さ
れ
な
が
ら
四
四
年
一
一
一
月
に
早
々
と
廃
業
し
た
、
蹴
上
近
傍
の
下
京
区
在

の
水
車
も
そ
の
理
由
を
明
示
し
て
い
な
い
。
筆
者
は
、
こ
の
後
二
者
の
廃
業
は
、
電
力
の
登
場
に
よ
る
影
響
の
結
果
と
推
測
す
る
が
、
京

極
村
は
と
も
か
く
蹴
上
近
傍
と
な
れ
ば
、
そ
の
水
車
を
廃
止
へ
と
追
い
や
っ
た
の
は
水
力
に
由
来
す
る
電
力
、
換
言
す
れ
ば
電
力
に
姿
を

変
え
た
水
力
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

宇
治
川
筋
の
揚
水
水
車
地
帯
で
も
明
治
末
期
に
は
電
気
の
普
及
が
あ
り
、
明
治
四
三
年
に
は
「
京
都
電
灯
」
管
下
の
紀
伊
郡
に
濯
瓶
用

の
電
動
ポ
ン
プ
が
初
め
て
登
場
す
る
お
)
O

大
正
二
年
の
宇
治
町
営
電
気
事
業
の
発
足
も
農
村
部
の
電
化
を
促
し
、
揚
水
水
車
か
ら
電
動
ポ

京都盆地における水力利用パターンの変遷

ン
プ
へ
の
転
換
を
容
易
に
し
た
。
か
つ
て
揚
水
水
車
を
常
用
し
て
い
た
あ
る
農
家
の
手
許
に
も
、
「
大
正
三
年
七
月
二
十
九
日
付
願
電
動

機
使
用
濯
概
用
瑚
筒
設
置
ノ
件
許
可
ス
」
と
い
う
、
八
月
三
日
付
の
醍
醐
警
察
署
長
の
書
面
が
残
さ
れ
て
い
る
。
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、主(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

小
野
三
正
「
迅
速
測
図
と
仮
製
地
形
図
」
人
文
地
理
四
|
二
、
一
九
五
二

京
都
市
参
事
会
『
琵
琶
湖
疏
水
全
誌
(
稿
)
』
京
都
市
疏
水
事
務
所
、
一
八
八
八

末
尾
至
行
「
京
都
の
水
車
l
琵
琶
湖
疏
水
事
業
と
の
関
連
に
お
け
る
|
」
歴
史
地
理
学
紀
要
二
二
、

前

掲

(
3
)
、
一
ム
ハ
一
一
一
!
一
六
四
頁

京
都
府
行
政
文
書
「
明
治
四
一
年
水
車
用
堰
域
水
路
設
置
追
認
ノ
件
」
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
)

京
都
府
行
政
文
書
「
明
治
四
四
年
水
車
用
水
路
並
堰
壕
追
認
処
分
」
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
)

末
尾
至
行
「
『
徴
発
物
件
一
覧
表
」
の
水
車
統
計
に
み
る
利
水
状
況
」
歴
史
地
理
学
紀
要
二
九
、
一
九
八
七

白
川
村
と
し
て
は
二
O
を
数
え
る
が
、
「
水
車
営
業
取
調
表
」
の
内
容
か
ら
類
推
し
、
字
琵
琶
街
道
分
を
一
一
一
一
と
み
な
し
て
こ
れ
を
除
外
し

一
九
八
O
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た。

(
9
)

末
尾
歪
行
「
水
力
開
発
H
利
用
の
歴
史
地
理
』
、
大
明
堂
、
一
九
八
O
、
三
五
四
頁

(
叩
)
杉
原
和
之
「
京
都
市
山
科
盆
地
の
砥
ノ
粉
工
業
」
教
育
地
理
二
七
、
一
九
五
九

(
日
)
末
尾
至
行
「
水
車
の
近
代
的
利
用
」
(
林
屋
辰
三
郎
・
藤
岡
謙
二
郎
編
『
宇
治
市
史
』
四
、
一
九
七
八
)
、
一

O
一
l
一
O
六
頁

(
ロ
)
末
尾
至
行
「
揚
水
水
車
の
今
昔

I
日
本
各
地
の
事
例
に
み
る
」
関
西
大
学
東
西
学
術
研
究
所
設
立
三
十
周
年
記
念
論
文
集
、
一
九
八
一

(
日
)
前
掲
(
日
)
、
九
四
l
一
O
一
頁

(
日
比
)
京
都
府
行
政
文
書
「
明
治
四
O
年
濯
淑
用
精
米
用
水
車
設
置
堤
防
河
敷
占
用
継
続
一
件
」
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
)

(
日
)
京
都
市
電
気
局
庶
務
課
『
琵
琶
湖
疏
水
及
水
力
使
用
事
業
』
、
京
都
市
電
気
局
、
一
九
四
O
、
六
一
一
一
一

1
七
四
二
頁

(
日
)
前
掲
(
9
)
、
三
七
五
頁

(
口
)
中
根
武
夫
他
『
京
都
市
営
電
気
事
業
沿
革
誌
』
、
京
都
市
電
気
局
、
一
九
一
二
三
、
五
八
二
頁

(
時
)
前
掲
(
げ
)
、
五
八
四
頁
、
五
八
九
l
五
九
三
頁

(
四
)
前
掲
(
日
)
、
一

O
一五
1
一
O
一
六
頁

(
却
)
前
掲
(
日
)
、
一

O
三
六
l
一
O
四
三
頁

(
幻
)
前
掲
(
げ
て
二
八
四
頁

(n)
芦
高
堅
作
『
京
都
電
灯
株
式
会
社
五
十
年
史
』
、
京
都
電
灯
株
式
会
社
、
一
九
三
九
、
四
O
l
四
五
頁

(
お
)
前
掲

(m)、
五
六
頁

(
M
)

京
都
府
行
政
文
書
「
高
野
川
沿
岸
発
電
用
水
路
開
墾
」
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
)

末
尾
至
行
「
在
来
水
車
と
水
力
電
気
事
業
の
出
合
い
」
歴
史
地
理
学
、
一
一
三
、
一
九
八
一
、
二
頁

前
掲
(
詑
)
、
五
六
l
五
七
頁

京
都
府
行
政
文
書
「
中
津
川
発
電
用
水
路
開
撃
洛
北
水
力
電
気
」
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
)

前

掲

(
9
)
、
四
四
二

1
四
四
七
頁

前
掲
(
詑
)
、
一
四
一

l
一
四
二
頁

京
都
府
行
政
文
書
「
宇
治
川
瀬
田
川
水
路
旧
書
類
」
、
同
「
宇
治
川
水
電
」
(
京
都
府
立
総
合
資
料
館
所
蔵
)

(
お
)

(
お
)

(
幻
)

(
お
)
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末
尾
至
行
「
宇
治
川
と
水
力
発
電
」
(
林
屋
辰
三
郎
・
藤
岡
謙
二
郎
編
『
宇
治
市
史
』
四
、
一
九
七
八
)
二
二
九
l
二
四
O
頁

(
鈎
)
末
尾
至
行
「
擬
『
琵
琶
湖
疏
水
』
事
業
計
画
の
誕
生
と
そ
の
消
滅
」
(
藤
岡
謙
二
郎
先
生
退
官
記
念
事
業
会
編
『
歴
史
地
理
研
究
と
都
市
研

究
』
上
、
一
九
七
八
)
四
五
二
1
四
六
二
頁

(ω)
林
安
繁
『
宇
治
電
之
回
顧
』
、
宇
治
電
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
、
一
九
四
二
、
五
四
一
貝
、
一

O
七
1
一
O
九
頁

関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
編
纂
委
員
会
『
関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
、
一
九
八
七
、
一
一
八
l
一
二
三
頁

前
掲
(
お
)
(
『
宇
治
市
史
』
四
)
、
二
四
二
l
二
四
八
頁

前
掲
(
辺
)
、
六
九
l
七
O
頁

前
掲
(
幻
)
、
八
O
頁

前

掲

(
9
)
、
三
九
四
頁

前
掲
(
辺
)
、
一
四
六
1

一
四
七
頁

前
掲
(
お
)
(
『
宇
治
市
史
』
四
)
、
二
四
一
1
1

一
二
四
二
頁

前
掲
(
初
)
(
『
関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
)
、
二
ハ
九
l
一
七
六
頁
、
二
五
八
l
二
六
二
頁

前
掲
(
初
)
(
「
関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
」
)
、
一
七
六
l
一
八
八
頁
、
一
九
八
頁
、
二
一
二
六
l
二
三
七
頁

前
掲
(
口
)
、
六
一
九
j
六
二
八
頁

前
掲
(
初
)
(
『
関
西
地
方
電
気
事
業
百
年
史
』
)
、
二
一
九
頁

前
掲
(
詑
)
、
二
二
九
1
二
三

O
頁

(
訂
)

(
認
)

(
お
)

(
純
)

(
お
)

(
お
)

(
幻
)

(
お
)

(
扮
)
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